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私 の ス ケ ッチ ・ブ ック(23)

ク リスマスツ リー と家族

国立民族学博物館助教授

森 　明 子

■ ツ リー の 飾 り

　 11月 に なる と、 ヨー ロ ッパ の都市 はク

リスマ ス の準 備 を始 め る。楽 しみ の ひ と

つ は デパ ー トの シ ョー ウ ィン ドウで、 ベ

ル リンで名 高い カ ーデー ヴ ェー は、 と く

に見 ごた えがあ る。私 が都 市文 化 の厚 さ

を感 じる と ころであ る。2年 ほ ど前 に見

た ときは、19世 紀 以来 現在 にいた る まで

の ツ リー飾 りを再 現

してい た。 それ はベ

ル リン市 民 の歴 史 を

垣 間見 る よ うな楽 し

い展 示 だ った。

　 た とえ ば、 ガラス

球 が使 われ る よう に

なった の は20世 紀 初

頭 で、 その 当時 、薄

い ガ ラス球 は、 たい

へ ん高価 な もの だ っ

た。 彩色 された ガ ラ

ス球 の色 調 は、 え も

い わず柔 らかい。 ガ

ラス球 の前 身は リン

ゴ の 果 実 で あ る 。

100年 ほ ど前 、裕 福

な資 産家が 財 に もの をいわせ て、 リンゴ

を高級 なガ ラス球 にか えたの であ る。

　 1960年 代 になる と、工場 の大 量生 産 に

よ っ て安 価 な球 が つ くられ る よ う に な

り、 そ れが ま た た くま に家 庭 に普 及 し

た。金 、銀 、赤 、緑 な どの極彩 色 の球 を

ぶ ら さ げ た庶 民 的 な ク リス マ ス ツ リー

は、 ほぼ 同 じ時期 、 日本 に流行 した もの

図1　 高 級 デ パ ー ト、 カー デ ー ヴ ェー の定 評

　 　あ る ク リス マ ス ・マ ー ケ ッ ト。

　 　高級 な ガ ラス球 が 輝 い て い る。

と似 て い る。 そ の

後 、 ガラス球 は再

び高 級化 し、吹 き

ガラス製 の美 しい

製 品が 出回 って い

る。

　銀 色 の細 いモ ー

ルを天使 の髪 に見

立 てて 、 ツ リー に

飾 るの を ラメ ッタ

とい って、ず いぶ

ん流 行 した 。 だ

が 、 これ も現 在 で

は流 行 お くれ にな

った。材 質が ア ル

ミニ ウムで、 環境

保護 の立場 か ら望
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ま し くない し、 ツ リーの枝 にか らみつ い

て、 ク リス マス後 の ごみ処 理 に も不 都合

を起 こす か らだ とい う。1960年 代 、高 度

経 済 成長期 のドイツ で、ツ リー は極 彩 色

の球 とラ メ ッタに、豆 電球 の電 飾 も加 え

て、 ピカ ピカ と光 ってい た。豆 電球 の 明

るい光 は、 当時 たいへ んモ ダ ンな もの と

されて いた。 この反動 が 、1970～80年 代

に くる。伝 統 的 な ものが好 まれ、藁 細工

で 天 使 や 星 をか た ど っ た飾 りが 流 行 し

た。 明 るす ぎる光 は流 行遅 れ とされ て、

ろ うそ くに近 い 、落 ち着 い た光が好 まれ

るよ うに なる。

　 これ らの ほか に も、 ブ リキ製の飾 りが

流行 した時期 もあ った し、木彫 りの飾 り

が流 行 した時 期 もあ る。戦 争 中 は、兵士

をかた どったモ チー フもあ った。

　 ツ リー飾 りの変 遷 は、工 業 化、 戦争 、

大量 生 産や環 境保 護 とい っ た、19世 紀 か

ら20世 紀 にわた る経 済や社 会 の動 向 を映

し出 してい る。

■ 家 族 で祝 うク リス マ ス(1960年 代)

　歴 史 の 中の ク リス マ ス ツ リーが 時代 の

空気 を投 影 す る ように、 家庭 の ク リスマ

スツ リー は家族 の歴 史 を映 し出す 。

　 プ フ ァルッ地 方 出身 の ヴ ォルツ 家 を紹

介 しよ う。1920年 代初 頭 に生 まれた お父

さん は、大学 で化 学 を修 め た博 士 で 、化

学工 業 関係 の大 企業 に勤 め た。転 勤が 多

く、 ロ ン ドン、 東京 、 ニ ュー ヨー クで暮

した経験 もあ る。 ク リスマ ス休暇 にプ フ

ァル ツに帰郷 す る こ と もあ った し、赴 任

地 で ク リスマス を祝 うこ と もあ っ た とい

う。1960年 代 当時 の故郷 で の ク リス マス

休 暇 につ いて 、現在40歳 代 に なっ た息 子

に聞 い た。

　 両親 は故 郷 の プフ ァル ツ地 方 に住 まい

を もって いて 、1.5kmく らい離 れ た と こ

ろ に、母方 の祖 父母 と未 亡 人の大 叔母 が

住 んでい た。 ク リスマ ス は、 この家族 が

集 まっ て 、 と もに祝 っ た。 聖 夜 の 夕方

は、教 会 の ミサ にみん なで 出か けて 、帰

宅後 、 ク リス マ スツ リー を囲ん で プ レゼ

ン トを 開い た。 プ レゼ ン トは、 この 時 ま

で包装 して ツ リーの根元 に置 い てあ る。

その あ と夕食 で、 ガチ ョウの ロー ス トな

どの ご馳走 を食べ た。

　 翌25日 は、11時 に父 の友 人 を訪 ね る こ

とにな ってい て、 そ こで は ワイ ンと ク ッ

キ ー を出 され た。帰 宅 してか ら、家 族で

昼食 をとっ た。翌26日 も祭 日だっ た。

■ 家 族 の 歴 史 と ク リ ス マ ス の 飾 り

　 さて 、家族 の も とにあ る ク リスマ ス の

飾 りは 、毎年 そ の時期 に 出 して飾 り、済

む とふ たた び箱 に収 め て、 翌年 まで しま

ってお く。 日本で も同 様 だが、 その 感覚

はお 雛様 に近 い と思 う。 とい うの も、 ッ

リーの飾 りが 少 しずつ 増 えて い くの を楽

しむふ うが ある か らだ。

　時 間 をか けて た まって いっ た飾 りの全

体 は、流 行 とい う側面 か ら見 れば 、 ごち

ゃ混 ぜ であ る。 だが、 ツ リー の飾 りは そ

の年 ご とに選 ん で飾 る もので、 調和 よ く

新 しい もの と古 い もの を合 わせ て い くの

だ そ うだ。相 性 のい い飾 りを選 ん で、美

しい ッ リー を演 出す るの は、飾 る 人の腕

の 見せ どころで あ る。

　一 方 で、 ご ちゃ混ぜ の飾 りを入 れた箱

を、年 を経 てあ らた めて 眺め てみ るの も

楽 しい もの に違 い ない。飾 りの ひ とつ ひ
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とつ に思 い出が 結 びつ いて いて 、そ こ に

家 族 の歴 史 を垣 間見 るか らだ。

　 ヴ ォル ツ家 に現在 あ る飾 りの ほ とん ど

は、1970～1990年 のあ いだ に、南ドイツ

や オ ース トリア、北 イタ リアな どを旅行

した と きに買 った もの だ とい う。訪 れ た

先 で気 に入 っ た飾 りを見 つ けては 買 って

い る うち に、 自然 に増 えてい った。 手作

りの もの も含 まれて い る。

　 い くつか例 をあげ よう。 藁細 工 の飾 り

の モチ ー フには 、星 ・ハ ー ト ・鐘 の形 の

ほ か に、 ア ドラン トとい うギ リシアの異

教 的 人 物 の もの もあ る 。 そ うか と思 う

と、合成樹 脂 の長靴 や 、木 で リ ンゴをか

た どっ て彩 色 した飾 りもあ る。 モチ ー フ

は、 いず れ も古 い 時代 か ら受 け継 い だ も

ので あ るが、 地方色 ゆ たか で、 さ まざ ま

な材 質 や制 作 方 法 の ものが 混 ざ っ て い

る。

　 胡桃 の実 に紐 を通 した飾 りは手 製で あ

る。折 りたた みで きる高 さ約15cmの 木枠

は、 父が スキ ー旅行 に行 っ た ときに、卓

上 で ッ リ ー飾 りをか け る ため に工 作 し

た。丁 寧 に緑 色 に塗 っ てあ る。モ ミカサ

は森で ひ ろっ た もの で、1960年 代 か ら毎

図2 ヴ ォ ル ッ家 ニ ュ ー ヨー ク時 代 の ク リ

スマ ス(1962年)。

ッ リーか らた れ て いる の が ラ メ ッ タ。
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年、待 降節 の ろ うそ くに添 えて飾 ってい

た。

　 ヴ ォルツ 家 では いつ もお母 さんが ツ リ

ー を飾 ってい た とい う
。10年 前 にその お

母 さ ん が亡 くな る と、 お 父 さ ん も息 子

も、家 で ク リスマ ス を祝 う気持 ち をな く

して しま っ た。 そ れ で 、 これ らの 飾 り

も、10年 間、箱 の 中に眠 って いた。

■ 家族 の 成 長 と ク リスマ ス(2000年 代)

　 クリスマ スは家 族 の祭 りで ある。 そ れ

はち ょうど、 日本 の お正 月が家族 の 祭 り

で あ るの と対 応す る。 家の掃 除 を し、 ご

馳走 をつ くって 、家族 が ゆっ た りと過 ご

す。 家族 が集 まる ところ に飾 る クリスマ

ス ツ リー にあた る もの は ないか と、 門松

を思 い浮 かべ たが 、趣 がだ いぶ違 う。

　 お 母 さんが亡 くな って、 ヴ ォル ツ家 か

らク リスマス ツ リー は消 えた。 その かわ

りに、お 父 さん は息 子夫 婦 とと もに ク リ

スマ ス を祝 うよ うに なった。

　 ヴ ォルツ 家 の一 人息子 は 、現 在 ベ ル リ

ンに住 ん でい る。妻 は ミュ ンス ター 出身

で、子 供 はな い。夫婦 は この10年 ほ ど、

ク リスマ ス休暇 を妻 の故 郷で過 ごすの を

恒 例 に してい る。ベ ル リンの住 まい に、

ク リスマ ス ツリー は飾 らない。

　 つ ま り、 クリスマ ス休 暇 には、 ベ ル リ

ンの夫婦 とプ フ ァル ツに住 む夫 の 父が 、

ミュ ンス ター を訪れ るの であ る。 ち なみ

に、広 い ドイ ツのベ ル リ ンは東 の端 、 ミ

ュ ンス ター は西 の端 、 プフ ァルツ はは る

か南 に位 置 して い る。 ふ だん は遠 く離れ

て生 活 して い る複 数 の家族 が、 ク リスマ

ス の期 間だ け集 ま って、 ひ とつ の拡大 家

族 に なるの だ。



　 「ク リスマ ス を とも に過 ごす人々 は家

族 で あ り、家 族 は ク リスマ ス を と もに過

ごす」 とい う意識 が、 ヨーロ ッパ の人 々

に はあ る。そ れ は、私 た ちのお正 月 と同

様 で あ る。ふ だ ん一 緒 に生 活 して いな く

て も、家 族 が集 まるべ き と き と と ころ

は、意 識 の中 に確保 され てい る。 ただ し

この拡 大家 族 も、 やが て老 い てい く。 ク

リス マス ツ リー は、 この成 長す る拡 大家

族 の核 と して位 置づ け られ る。

　 現在 、 ヴ ォルツ 家 の 人 々は、 ク リスマ

ス を次 の ように過 ごす とい う。

21日　 ベ ル リンの夫婦 が ミュ ンス ター

　 　　 に到着 。

22日 　 プ フ ァル ツの 父が ミュ ンス ター

　 　　 に到着 。ベ ル リンの夫婦 は、 ミ

　 　　 ュ ンス ターの古 い友 人 た ち と過

　 　　 ごす。

23日 　 買 い物 。妻 の弟 が到 着。

24日 　 教 会 の ミサ に家 族 そ ろって 出か

　 　　 ける。 帰宅 してか らプ レゼ ン ト

　 　　 交 換 。 ミ ュ ン ス タ ー の 母 の 料

　 　　 理 。

25日 　 男性2人(ベ ル リ ンの夫 ・妻 の

　 　　 弟)の 料 理 。

26日 　 弟 の恋 人が 訪問 。 レス トラ ンで

　 　　 食事 。博 物館 見 学 、散歩 、友 人

　 　　 との再会 な ど。

27日 　 プ ファル ツの父 が帰 宅。

　 21日 か ら26日 の行 動 は毎 年 恒 例 で あ

る。25日 に2人 の 男 性 が 料 理 す る こ と

も、拡大 家 族の ク リスマ ス行事 の ひ とつ

で 、 「今 年 の メニ ュー」 は前菜 か らデ ザ

ー トまで
、 白 と赤 の ワ イ ンの銘柄 も合 わ

せ て 、 す で にll月 の うち に決 ま っ て い

た 。27日 以 降 は年 に よって さ まざ まで、

ベ ル リンの夫婦 が大 晦 日を ミュ ンス ター

で祝 う年 もあ る し、 ベ ル リ ンで祝 う年 も

あ る とい う　(ド イツ で は新 年 よ りも、

「大 晦 日深夜12時 を どこで 祝 うか 」 が焦

点 にな る)。

　 この拡大 家族 は、 ミュ ンス ター在 住 の

年 長夫婦 を中心 と して、 その子 供 の家族

を主要構 成 要素 とす る。 プ フ ァルツの 父

が 加 わっ たの は母 が亡 くな ってか らの こ

とで、 家族 が老 い たこ とに よって い る。

弟 の恋 人 は一緒 に住 む仲 だが 、彼女 は例

年26日 に なって か ら合 流す る。 自分 の両

親 の も とで クリスマ ス を過 ごす ためで 、

彼 女 は 目下 の と ころ拡 大家 族 の境界 上 の

メ ンバ ー とい え よう。

　 ベ ル リンの夫婦 も、家族 と して みれ ば

若 い。彼 らに子供 が あれ ば、 ベル リンの

住 まい に もク リスマ ス ツ リー が飾 られ る

だろ う し、子 ど もが成 長す れ ば、ベ ル リ

ンの ク リス マス ツ リーの もとに、拡 大家

族 が構成 され るこ と も考 え られ る。 プフ

ァル ツや ミュ ンス ターの老 人が そ こ を訪

問 す る こと もあ りうるの だ。

　 こ う して みて 、あ らた めて 、 ク リス マ

ス ツ リーが 、 ドイ ツの家族 の核 に位 置づ

け られ る こ とが 、理解 で きる ので はな い

だ ろ うか。年 長 の ヴ ォルツ 家(プ フ ァル

ツ)で は、 ク リスマ ス を仕 切 って いたお

母 さんの死 とと もに、家族 の核 が次 の世

代へ と移 ったので あ る。 その核 が、 目下

の ところ ミュ ンス ター にお か れて いる。

　 さて 、箱 の中 に眠 って いた ヴ ォルツ家

の ツ リーの飾 りは、お 願 い して一式 と し

て 国 立 民 族 学博 物館 に譲 って い た だ い

た。 いず れ展示 して 、 日本 の 人々 に見 て

も らい たい と思 って いる。
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